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主 論 文 要 旨 No.2
そして、これまでの体系的診断の結果を踏まえて、組織統率（組織）は「院長の安全
関与」、相互理解（個人）は「職場の雰囲気改善」、危険認識（職場）は「ミスを安全
学習の機会」、資源管理（職場）は「職場満足度の向上」を提案した。
最後に、組織統率（組織）と相互理解（個人）について介入調査を実施した。組織統
率の介入は、病院側の準備（トップの意識）が整っている必要があるという問題点を示
した。一方、相互理解の介入は、介入の対象とそれ以外にも改善の可能性があることを
示した。
安全文化の醸成には時間を要する報告が多い中、相互理解による介入が、安全文化の
醸成に効果がある可能性を示した。
